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地域におけるインフォーマルサービスを含めた
社会資源を把握し、市民やケアマネジャー等か
らの相談時に情報提供を行い活用を促す。

医療受診未把握者について基幹型包括と連携し
対象者の情報収集と対応を行う。

〇

民生委員・児童委員と訪問等により、自治会機
能のない集合住宅の住民の現状と課題を把握す
る。

〇

圏域の

自己評価

評価

基幹からの

重点事項

担当地区における地域の相談拠点となるよう広くセンターの周知・啓発を行うととも
に、住民に地域の相談窓口として認識してもらえるような取組を進めること。併せて、
各学区ごとの高齢者および関係機関等の状況を把握し、円滑なセンター運営のため
のネットワーク構築を図ること。また、総合相談フローに基づく緊急度のアセスメントを
適切に行い、状況に応じた迅速な対応をめざすこと。

令和７年度　圏域の計画
実施状況（自己評価）※いずれかに〇

より工夫して
できている

できている 工夫が必要

担当地域の民生委員・児童委員、生活支援コー
ディネーター等関係者や市社会福祉協議会の
ネットワークの構築と整備を行う。

〇

〇

事業内容

１　地域に
おけるネッ
トワーク構
築

２　高齢者
の実態把握

３　相談窓
口機能

４　専門的
な相談支援

（北部地区）地域包括支援センター 様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：北部地区地域包括支援センター

令和７年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 総合相談支援業務

工夫が必要

○

事業全体についての総括
地域ケア会議や事業では民生や社協等参加いただき課題整理やネットワーク作りを行った。民生、ケアマ
ネの研修や個別相談時にｲﾝﾌｫｰﾏﾙ資源の案内も行った。また複合的な課題のある相談に関しては３職種で共
同し検討を随時行い対応する事ができており必要に応じて基幹型包括へ報告を行っている。また自治会機
能のない集合住宅にもカフェサロンとして出向き、相談窓口の周知活動や自主活動の立ち上げ支援を行っ
た。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント
自治会のない集合住宅へのアプローチなど積極的な
アウトリーチ活動に取り組まれました。今後も継続
した取組を実施し、地域のネットワークづくりを期
待しています。

より工夫して
できている できている

困難事例を把握した場合、３職種の視点より課
題を明確化した上で緊急性の判断と対応方法を
検討する。また、基幹型包括や関係機関との連
携を図る。

〇

圏域包括が「もしもの時の身近な相談窓口」で
あることを学区広報等を活用し、地域（自治会
未加入世帯を含む）に向けて周知啓発を行う。

〇

〇
認知症高齢者支援、虐待、緊急案件、困難事例
への適切な対応ができる体制を整える。
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通報を受理した場合は、虐待支援マニュアルに
基づき、関係機関や基幹型包括と連携の上、迅
速に対応する。また、被虐待者の適切な支援を
行うことで、虐待の再発予防に努める。

権利擁護事業、成年後見制度など、高齢者が適
宜適切に活用できるように、地域住民や事務所
等に向けて、相談窓口と制度の周知啓発を図
る。

〇

圏域の

自己評価

評価

基幹からの

重点事項

住み慣れた地域で高齢者が尊厳ある暮らしができるよう、権利擁護のための諸制度の
活用を支援すること。虐待対応について、緊急性を常に意識し、必要に応じて担当課や
基幹型と連携するなか、迅速な対応を行い早期の終結をめざすこと。また、地域住民
や事業所等に対し、虐待の予防につながる取組を実施すること。

令和７年度　圏域の計画

実施状況（自己評価）※いずれかに〇

より工夫して
できている できている 工夫が必要

地域住民に向けて、高齢者虐待防止にかかる啓
発や通報窓口の周知等、早期発見につながるよ
う出前講座等により発信する。

〇

〇

事業内容

１　高齢者虐

待への対応

２　成年後見

制度等の活用

促進

３　消費者被

害の防止

４　その他

（北部地区）地域包括支援センター 様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：北部地区地域包括支援センター

令和７年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 権利擁護業務

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

家族に精神疾患等をもつ高齢者の相談において、各担当機関と連携して対応することで
家族全体の課題としてとらえ対応しているケースが多くなってきている。成年後見制度
の利用については出前講座で啓発している。消費者被害防止啓発は主に個々に訪問した
際に啓発を行っている。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

潜在的なケースがあり、課題が見えた時には複合的で困難に
なっている事例が多い中、チームで検討され支援を進められて
います。引き続き、庁内関係課とも協力しながら対応していただ
きたいと思います。

より工夫してできている できている

同居の家族に支援が必要な場合は、市社会福祉
協議会や行政機関と情報を共有し、最適な支援
の方向性を導き出すための仕組みづくりを行
う。

〇

精神疾患やひきこもり家族の相談受付時には、
地域包括ケアシステムの一環として捉え、各関
係機関と協働し適切に対応する。

〇

出前講座や高齢者世帯への訪問等において、消

費者被害防止に向けての啓発活動を行う。
〇
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守山市全体として介護支援専門員へ資質向上とし
ての研修を行うにあたり基幹型包括支援セン
ター、他圏域包括と共同で計画を行い、介護支援
専門員の学びの場の提供を行う。

〇

より工夫してできている できている 工夫が必要

北部地域の主任介護支援専門員協力を得て北部地
区圏域内の介護支援専門員の資質向上とネット
ワークづくりを行う。

〇

地域の介護支援専門員と民生委員・児童委員の勉強
会を行い、関係づくりと地域づくりについて共に考える
機会を持つ。

〇

〇

高齢者が住み慣れた地域で暮らしを続けられるよう、地
域関係機関との連携、介護支援専門員へ相談支援を行
う。また必要に応じて地域ケア個別会議で課題の抽出、
施策提言を行う。

包括事業所内において事例の共有と検討を行い、
介護支援専門員からの相談時に対応できる力を身
に着ける。

〇

圏域の

自己評価

評価

基幹からの

重点事項

地域の高齢者等が本人の能力を活かしながらその人らしい暮らしを継続でき、課題
解決のために社会資源を自己決定により活用できるよう、介護支援専門員の活動を
支援すること。地域全体のケアマネジメント力の向上に向け、地域の主任介護支援
専門員とともに介護支援専門員の資質および対応力の向上に取り組むこと。

令和７年度　圏域の計画

実施状況（自己評価）※いずれかに〇

より工夫して
できている

できている 工夫が必要

困難事例相談時は、介護支援専門員の抱える課題
を整理、検討し３職種で後方支援に努める。必要
に応じて基幹型地域包括支援センターとの連携を
行う。

〇

〇

事業内容

１　包括的・
継続的ケア
マネジメント
支援

２　包括的・
継続的ケア
マネジメント
を行うための
環境整備

３　地域にお
けるネット
ワーク構築

４　その他

（北部地区）地域包括支援センター 様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：北部地区地域包括支援センター

令和７年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

地域ケア個別会議等を活用し、個別課題の整理を
行い介護支援専門員の後方支援を行う。また、地
域の支援者および他職種の協力も得て資質の向
上、ネットワークづくりを行う。

○

事業全体についての総括

困難事例の検討は毎日朝礼で行っている。地域ケア会議8件開催。相談
対応力に関しては各自研修等で自己鍛錬行えている。また、地域の主マネと地
域のケアマネへの勉強会の開催を行う事ができた。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

地域ケア個別会議や民生委員との勉強会にて介護支援専
門員の資質の向上に努められた。圏域センターの専門職事
態の資質の向上は各自の自己研鑽とのことですが、今後は
全体でスキルアップできるように工夫していただきたいと思
います。
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〇

在宅医療や看取りについての相談窓口（在宅医

療・介護連携サポートセンター）を出前講座時

に周知啓発を行う。

終末期における相談時は在宅医療・介護支援連

携サポ―トセンターと協働し支援を行う。
〇

退院時支援、医療支援の依頼があった際に安心

して在宅で過ごせるように「在宅療養手帳」の

活用推進の案内を出前講座時等に説明を行う。

圏域の

自己評価

評価

基幹からの

重点事項

地域住民に対して在宅医療や看取りについての情報を広く周知し、在宅医療・介護連
携サポートセンターと連携を図るなか、身近な地域で高齢者や家族等が安心して相談
できる体制整備を行うこと。出前講座や各種教室等の機会を活用して、エンディング
ノートの普及啓発・活用促進を図ること。

令和７年度　圏域の計画

実施状況（自己評価）※いずれかに〇

より工夫して
できている できている 工夫が必要

エンディングノートを市民に周知・啓発するた

めに、講座内容にAPC（人生会議）についても

追加し、民児協並びに出前講座時に声かけを行

う。

〇

〇

事業内容

１　在宅医

療・介護連携

事業の周知・

啓発

２　在宅医

療・介護連携

に関する相談

支援

３　在宅医

療・介護連携

推進のための

多職種連携

４　その他

（北部地区）地域包括支援センター 様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：北部地区地域包括支援センター

令和７年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 在宅医療・介護連携推進事業

工夫が必要

〇

事業全体についての総括

エンディングノ―トの出前講座を、在宅医療・介護支援連携サポートセンターと協働で自治会単

位並びに高齢者サロンで実施できた。また、看取り期の方の支援の情報共有を行いつつ、病院と

の連携も図れた。守山顔の見える会に、北部包括職員多職種で参加し、部署内での情報共有が出

来ている。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

つなぐノート(エンディングノート)の普及啓発が実施でき、当セン
ターとの協働による相談体制が強化できました。湖南看護研究
会といった多職種連携会議への積極的な参加により、地域内外
の連携も深まっていることから、引き続き、会議に参加して連携
を図ってもらいたいです。

より工夫して
できている できている

「守山顔の見える会」等に参加し、多職種（医

療・介護関係者等）間の連携を図り、在宅療養

支援するための体制つくりに参画する。

〇

〇
湖南看護研究会並びに湖南圏域在宅連携会に参

加し、圏域や市を超えた関係性の構築を図る。
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〇

カフェボランティアや、チームオレンジの理解・普

及を民児協や出前講座時や市民と接する時に周知

し、認知症サポーターが地域で活動できるように努

める。

圏域包括に認知症の相談があったときは認知症推進

員を中心に支援の方向性を検討し、必要に応じて初

期集中支援チームに相談する。

〇

地域住民に認知症ケアパスを活用し、早期発見、早

期対応の重要性を伝え、重症化予防に努める。

圏域の

自己評価

評価

基幹からの

重点事項

認知症施策推進基本計画、第９期守山市高齢者福祉計画・介護保険事業計画に基づき、以
下を重点事項とする。
　(1)認知症地域支援推進員が中心となり、認知症に関する正しい知識の普及啓発に努める。
　(2)認知症初期集中支援チーム員として、認知症の早期発見・早期支援に努め、発見後の積
極的・断続的な関わりを通して事案の複雑化・困難化の予防に努めること。
　(3)認知症の人や家族の相談体制を整え、認知症の人の意向を尊重した支援を適切に行うこ
とで、認知症の人とその家族が地域において安心して日常生活を営めるよう努める。
　(4)チームオレンジ活動を推進し、認知症の人が個性や能力を発揮することで、地域生活に
おいて役割や生きがいを持てる共生社会の推進を図ること。

令和７年度　圏域の計画

実施状況（自己評価）※いずれかに〇

より工夫して
できている できている 工夫が必要

認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目指し
て、各学区や圏域内の団体及び小中学校に認知症サ
ポーター養成講座開催を開催する.

〇

〇

事業内容

１　認知症

に関する正

しい知識の

普及啓発

２　認知症

の早期発

見・早期支

援

３認知症の
人と家族へ
の支援

４　認知症
の人と家族
を支える地
域づくり

（北部地区）地域包括支援センター 様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：北部地区地域包括支援センター

令和７年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 認知症総合支援事業

工夫が必要

〇

〇

事業全体についての総括

①認知症サポーター養成講座は、小学校は7月までに終了でき、中学校は1校を下半期に実施。

事業所への出前講座は、自治会並びに事業所あわせて８講座実施出来た。②ほっこり庵～絆
チームオレンジメンバーは、毎月のカフェ後に気になる参加者について情報共有がはかれてき
た。また、ゆいの里グループチームオレンジでは、笠原自治会役員に対して、認知症について
の講座を1年を通してシリーズで実施されている。そこに包括として、同行し支援していく。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

認知症サポーター養成講座の開催に向け、自治会や商業施設など積
極的に働きかけていただきました。チームオレンジの立ち上げについ
ても活動開始のために支援をいただいた。今後も、認知症の正しい理
解の普及啓発のために支援を進めていただきたいと思います。

より工夫して
できている できている

地域のボランティアの協力を得ながら月一回のカ

フェを開催し、身近な居場所や相談場所を提供す

る。

〇

既存のチームオレンジと協働し活動の拡充に努め

る。

民生委員やケアマネジャー等と連携し、認知症高齢者や

その家族に対し、行方不明高齢者SOSネットワークの周知

啓発と事前登録の勧奨を図る。

〇

〇

高齢者を介護する家族を訪問し、介護の負担や悩み

を聞き取るとともに介護者の健康状態の把握に努め

る。
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〇

地域ケア個別会議に専門職等の協力を得て、専

門的な視点やアドバイスを受け、個別対応力の

向上を図る。

北部包括で地域ケア個別会議を開催し、高齢者
が住み慣れた地域で暮らし続けられるよう課題
分析を行い地域課題の抽出と施策提言を生活
コーディネーターと連携し行う。

地域における取組を知り、地域住民主体の活動

の推進が図れるよう、学区ごとの地域作りの会

議に参加する。

〇

圏域の

自己評価

評価

基幹からの

重点事項

地域ケア個別会議を開催し、地域における課題の抽出や介護支援専門員の支援等を
行うなか、担当地区の実情に応じた取組や資源開発を行い、必要に応じて政策提言
等に繋げること。

令和７年度　圏域の計画

実施状況（自己評価）※いずれかに〇

より工夫して
できている

できている 工夫が必要

介護支援専門員より相談があった事例を基に、

年３件以上地域ケア個別会議を開催する。
〇

〇

事業内容

１　地域ケ

ア会議の開

催

２　資源開

発および政

策提言

３　その他

（北部地区）地域包括支援センター 様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：北部地区地域包括支援センター

令和７年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 地域ケア会議推進事業

工夫が必要

○

事業全体についての総括

地域ケア会議の開催は8件開催。主任介護支援専門員、コーディネーターの参加はでき

た。実習生の参加は事業所加算のある事業所への声かけ行う。地域作りの会議は参加し

地域の取り組みについて共有している。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

個別会議の開催および学区事業への参加で地域
課題について検討する機会を持てました。今後は
それらの学びを活かし、地域の実情に応じた取組
や資源開発を期待しています。

より工夫してできている できている

地域ケア個別会議に北部地域の主任介護支援専

門員の参加を図り、ともに地域課題の検討を行

う。（年２回）

〇

〇

介護支援専門員が地域ケア個別会議を知り、OJT

の場としても地域の介護支援専門員の資質向

上、また新しく介護専門員資格を取得した実習

生の参加の促しを行う。
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男性介護者の介護による孤立や負担の軽減を図

れるよう、市社会福祉協議会と協働し、集いの

場を作る。

認知症高齢者を介護をしている家族に対し、訪
問等により健康状態や、介護負担についての状
況を把握する。また、介護支援専門員と連携
し、家族の介護負担の軽減を図る。

支援が必要な介護者に対して、介護支援専門員
等と連携を行い、虐待防止、早期発見と早期対
応を行う。

〇

〇

圏域の

自己評価

評価

基幹からの

重点事項

家族介護者等への支援のため、家族介護者教室等の事業を実施すること。対象者や
内容の選定等について、担当地区の地域特性に応じて検討し、多くの住民の参加を促
すこと。家族介護者訪問等を活用し、認知症の人のみならず家族等に対する実態把握
により、認知症の人及び家族等が地域において安心して日常生活を営むことができる
ように関係者と連携し支援すること。また、介護者負担の軽減および虐待防止の取組
につなげること。

令和７年度　圏域の計画

実施状況（自己評価）※いずれかに〇

より工夫して
できている できている 工夫が必要

介護者のニーズに合った家族介護者教室を開催
する。介護に対する知識の普及啓発や介護者自
身の孤立や負担軽減を図る。

〇

〇

事業内容

１　家族介護

者支援事業

２　家族介護

者訪問

３　その他

（北部地区）地域包括支援センター 様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：北部地区地域包括支援センター

令和７年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 家族介護支援事業

〇

事業全体についての総括
家族介護者教室は3回実施し、中でも「相続」についての講座には関心も高く参加者も多くみられた。男性介護者の

交流については、社協・ゆいの里が開催する男性飲み会の後方支援として、情報提供などを積極的に行うことができ

た。

家族介護者訪問などのを通して、ケースワークを行い、ＣＭとの連携・情報共有などを行い早期発見にもつながって

いる。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

家族介護者教室や家族介護者訪問等、関係機関と連携しながら
積極的に支援を行っていただきました。その結果、早期発見によ
り、介護者の負担軽減や虐待予防にも繋がっていることが考え
られる。引き続き、介護者の負担軽減のため、積極的な支援を
お願いします。

より工夫して
できている できている 工夫が必要

在宅で介護を行う方への介護に関する出前講座
等を行う。また介護の相談窓口として地域包括
支援センターの案内を行う。

〇
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〇

地域の出前講座時に、毎回、運動・口腔を短時間で

行い、介護予防の必要性を理解して頂くように働き

かける。

R6年北部包括主催の介護予防教室や基幹包括からの

データ（握力に課題が見られた）を基に、講座を組

み立て実施する。

〇

介護予防に役立つ基本的な知識の普及啓発のため、

出前講座時等に介護予防手帳やパンフレット等の配

布を実施する。

圏域の

自己評価

評価

基幹からの

重点事項

地域の介護予防活動について状況把握を行い、住民が自ら参加できるように支援を行う
こと。高齢者サロンや自治会の行事等、あらゆる機会を利用して介護予防の必要性や取
組について啓発を行うとともに、身近な地域における住民主体の継続的な取組を支援す
ること。

令和７年度　圏域の計画

実施状況（自己評価）※いずれかに〇

より工夫して
できている

できている 工夫が必要

地域に向けての介護予防（運動・口腔・栄養等）講

座の実施を案内し、地域全体の介護予防意識の向上

を図る。

〇

〇

事業内容

１　介護予

防把握事業

２　介護予

防普及啓発

事業

３　地域介

護予防活動

支援事業

４　その他

（北部地区）地域包括支援センター 様式３

地域包括支援センター事業計画書および評価：北部地区地域包括支援センター

令和７年度基幹からの重点事業および圏域の事業計画

地域支援事業 包括的支援事業 一般介護予防事業

工夫が必要

○

事業全体についての総括

介護予防教室では、昨年度の介護予防教室で上肢筋力低下が著明であったため上肢の筋力
に着目して計画を立てた。また、会場では各種チラシやもりやまプラス体操の啓発として
CDを配布用として設置していた。参加者29名で、70歳から74歳までの参加者は握力は平均

であったが、それ以外は下回った。下肢は筋力は平均を上回った。BMIが25以上の方が

41％とやや高めであったので、来年度は、上肢筋力と、健康寿命に着目した内容を立案す
る。出前講座では簡単にできる体操の案内を行った。アクティブシニアに対しての啓発に
はさらに工夫が必要。

重点事業に対する達成状況
※いずれかに〇

コメント

前年度の状況（地域での特徴）を踏まえたうえでポイント
を絞って計画を立案し、介護予防教室等実施されていた
ので、引き続き効果検証を行いながら取り組んでいただ
きたいと思います。

より工夫してできている できている

サロンや出前講座等へもりやまプラス体操について

の周知を行い、市民が自主的に自宅で手軽にできる

介護予防の取り組みを推進する。

〇

〇

アクティブシニアに対して、地域で行われる65歳か

らの過ごし方教室への案内やフレイル予防や生活習

慣病予防に努めるよう啓発を行う。
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（様式３）  

令和 8 年 4 月 10 日  

 

 守山市地域包括支援センターあて  

 

居宅介護支援事業所選定支援状況報告書  

 

               事業所名 守山市北部地区地域包括支援センター   

 

令和 8 年 3 月末現在 

１ 利用者が決定した事業所等件数（令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月）  

居宅介護支援事業所名  件数  主な決定理由      

あいむ  

ケアプランセンター  

5 
⑦即時対応可能事業所調整（ 1 ）  

②③本人・家族の希望を受け調整（2）  

⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（  1 ）  

ケアプランセンター  

あやめの里     

4 ③家族の希望を受け調整（  1 ） 

⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 1 ）  

⑥困難ケース受け入れ可能事業所調整（１）  

⑦即時対応可能事業所調整（ 1 ） 

おうみの里ほたる  3 ④小規模多機能型を希望された（ 3 ） 

ケア・サポート愛  9 ⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（  6 ）  

⑦即時対応可能事業所調整（ 1 ）  

小西醫院 

居宅介護支援事業所  

7 ②本人の希望を受け調整（  2 ） 

③家族の希望を受け調整（ 4 ） 

⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 1 ）  

 

居宅介護支援事業所 

しがそせい苑  

24 ①  知人や家族が利用していため（ 1 ） 

② 本人の希望を受け調整（ 1 ） 

③ 家族の希望を受け調整（ 2 ） 

⑤ 要支援者受け入れ可能事業所調整（ 12 ）  

⑦即時対応可能事業所調整（ 6 ）  

周行会  2 ③ 家族の希望を受け調整（  2 ） 

日昇  3 ⑥ 要支援者受け入れ可能事業所調整（  1 ）  

⑦  即時対応可能事業所調整（  2 ） 

びわこメディカル 

居宅介護支援事業所  

2 ② 本人の希望を受け調整（  1 ） 

⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（  1 ）  
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居宅介護支援事業所 

ふくろうさん  

3 ①知人や家族が利用していた為（1）  

②本人の希望を受け調整（２）  

ケアプランセンター 

ぽこ野洲  

3 ⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（  1 ）  

⑥困難ケース受け入れ可能事業所調整（  1 ）  

⑦即時対応可能事業所調整（  1 ） 

またあした 

居宅介護支援事業所  

7 ⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 3 ）  

⑥困難ケース受け入れ可能事業所調整（ 1 ）  

⑦即時対応可能事業所調整（ 2 ） 

三宅ケアセンター  2 ③家族の希望を受け調整（  1 ） 

⑦即時対応可能事業所調整（  1 ） 

守山市社会福祉協議会  18 ③家族の希望を受け調整（  2 ） 

⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（5） 

⑥困難ケース受け入れ可能事業所調整（1） 

⑦即時対応可能事業所調整（ 4 ） 

ゆいの里守山 

居宅介護支援事業所  

30 ①知人や家族が利用していため（ 1 ）  

②本人の希望を受け調整（  7 ） 

③家族の希望を受け調整（  7 ） 

⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 2 ）  

⑥困難ケース受け入れ可能事業所調整（ 6 ）  

⑦即時対応可能事業所調整（ 2 ） 

ゆうすげ介護  1 ②本人の希望を受け調整（  1 ） 

ゆうらいふ居宅介護支

援事業所  

26 ①知人や家族が利用していため（ 5 ）  

②本人の希望を受け調整（  5 ） 

③家族の希望を受け調整（  8 ） 

⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 4 ）  

⑥困難ケース受け入れ可能事業所調整（ 1 ）  

⑦即時対応可能事業所調整（  3 ） 

あいむ勝部小規模多機能  1 ④小規模多機能型を希望された（1）  

あいむ守山小規模多機能  2 ④小規模多機能型を希望された（２）  

くらしサポート華  1 ⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 1）  

ひびきケアプランセンター  4 ③家族の希望を受け調整（1）  

⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 2）  

なごね居宅  2 ②本人の希望を受け調整（  1 ） 

⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 1）  
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ミライリハ居宅  1 ⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 1）  

ライフパートナー パドル  1 ⑤要支援者受け入れ可能事業所調整（ 1）  

  <令和 8 年 3 月現在調整件数 161 件> 

 

２ 全体評価 

調整件数 161 件中、同法人居宅介護支援事業所を選定したのは 30 件だった。 

また全体（161 件）のうち本人、家族の希望で調整したのは 50 件、そのうち 14 件は同

法人を希望され調整した。  

市内 17 事業所、市外 6 事業所に調整を行い、特定の事業所に偏ることなく調整してお

り公正・中立といえる。  
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